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事業概要
北陸新幹線（⾦沢・敦賀間）

舞崎線路橋

越前たけふ



事業概要
舞崎線路橋 全景写真
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事業概要
構造一般図

施工範囲（L=151m）
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(1)狭隘なヤードでの架設計画の改善

(2)合成桁（桁⻑80ｍ、重量460ｔ)の横取り架設

(3)最大375ｍｍのキャンバー管理

(4)維持管理に配慮した⽀承構造の採⽤

評価項目

1. 新しい技術



当初計画

550tATC

桁地組作業構台 80m

【課題】
・高圧線への落下物のリスク大
・大規模な仮設備（80mの構台）

1．新しい技術
（１）狭隘なヤードでの架設計画の改善
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1250tCC

【成果】
・高圧線直上の作業・リスク大幅減
・仮設備の規模縮小（仮ベント2基）

1．新しい技術
（１）狭隘なヤードでの架設計画の改善
変更案
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1．新しい技術
（ 2 ）合成桁（桁⻑80ｍ、重量460ｔ）

の横取り架設



1．新しい技術
（３）最大375ｍｍのキャンバー管理

1250tC/CP10 P8

P9

合成桁

高圧線

375mm

88mm



1．新しい技術
（３）最大375ｍｍのキャンバー管理

残留そり
(mm)

測点

残留そりの減少傾向を把握
→路盤コンクリートの上げ越し量
設定に反映し、出来形精度確保



1．新しい技術
（4）維持管理に配慮した⽀承構造の採⽤

【一般】
BP-A支承（銅合⾦支承板支承）

【今回】
BP-B支承（密閉ゴム支承板支承）

北陸新幹線で
初採用



(1)レーザー墨出し器を⽤いた⾼所作業⾞と
架空線の隔離確認

(2)強風地域における風管理、落雷対策

(3)ウェブカメラによる現場管理

(4)生コンクリート供給体制と品質の確保
(ICTコンクリート)

評価項目

1. 新しい技術2. 使える技術



レーザー墨出し器

レーザー照射
水平ライン
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2．使える技術
（１）レーザー墨出し器を⽤いた⾼所作業⾞と

架空線の離隔確認

き電線

安全離隔距離
1.2m

レーザー照射
水平ライン
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ー
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ー
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0.5m

0.5m

ブームが交差部より下側
⇒作業中断交差部

ブームが交差部より上側
⇒作業継続



2．使える技術
 （2）強風地域における風管理、落雷対策

接続した計測器の風速・
雨量を表示

風速/未来風速の閾値
を超えた場合、回転灯を
回す。
※回転灯自体は取り外
し可能

計測機器

アナログ出力
（0-5Vまたは4-20ｍA)

風管理

警戒風速※超過時、
作業所職員へ警戒メール通報
※８m/sで管理

1時間後の風速の予測値も表示



2．使える技術
（2）強風地域における風管理、落雷対策

設置箇所から一定の作業エリアを
落雷させずに守る

落雷対策 現場設置の避雷ドーム



2．使える技術
（3）ウェブカメラによる現場管理

ウェブカメラ

ウェブ上画面状況

遠隔臨場できる現場管理を実施



原発再稼働に向けた工事、北陸新幹線工事が重複
→深刻な⽣コンクリート供給不⾜

対策→休止していた遠方の⽣コン工場を再稼働

舞崎線路橋課題：練り混ぜから
打ち終わりまでの厳密
な時間管理

S
O
N
Y

S
O
N
Y

S
O
N
Y

タブレット端末 打設管理情報の共有

2．使える技術
（4）生コンクリート供給体制と品質の確保

（ICTコンクリート）



(1)住宅⽀障を回避する構造設計の実現（P9橋脚）

(2) CGを⽤いた架設ステップ動画の活⽤

(3)鋼製橋脚隅角部の実物大溶接施工試験

(4)鋼製⽀承下沓と調整プレート溶接時の熱影響低減対策

(5)制振コンクリート打設の事前圧送試験

評価項目

1. 新しい技術3. 成し遂げた技術



P9

P7
P8

P10

36 m 40 m 40 m
P9

P10

変更案

本線 副本線

3．成し遂げた技術
（１）住宅⽀障を回避する構造設計の実現

（P9橋脚）

P9
P7

P8 P10

P9P8

36 m 40 m 40 m

当初案

・下部構造が不経済
・在来線上空での施工リスク大 ・上り副本線のみ80ｍの合成桁

張出部省略

・安全、経済的

副本線につき衝撃係数低減
→桁長80ｍ実現

80 m



3．成し遂げた技術
（2）CGを⽤いた架設ステップ動画の活⽤

建設DXの先駆けとなる施工計画



3．成し遂げた技術
（3）鋼製橋脚隅角部の実物大溶接施工試験

隅角部



3．成し遂げた技術
（4）鋼製⽀承下沓と調整プレート溶接時の

熱影響低減対策
当初案

鋼製支承下沓

全周すみ肉溶接

反りによる空隙発⽣
調整PL 調整PL

②全周すみ肉溶接

①溶接孔
（スロット溶接） ③エポキシ樹脂注入用孔

変更計画



3．成し遂げた技術
（5）制振コンクリート打設の事前圧送試験

制振コンクリート
（t=20cm）

上
り
副
本
線

試験施工時



(1)近隣とのコミュニケーションと沿道パト
ロール

(2)近隣の住環境に配慮した施工（夜間作業
低減）

(3)現場経路上の踏切の混雑解消を考慮した
現場入場ルールの策定

評価項目

1. 新しい技術4. 喜ばれる技術



4．喜ばれる技術
（１）近隣とのコミュニケーションと

沿道パトロール
2018年8月23日 福井新聞掲載

沿線⽕災を発⾒、消⽕活動を実施し
延焼を阻止



４．喜ばれる技術
（2）近隣の住環境に配慮した施工

（夜間作業低減策）

吊⾜場＋コンクリート製理設型枠

吊支保工(H鋼）角鋼管
吊ボルト

吊⾜場

PICフォーム

【当初計画】

工期︓35ヶ月
埋設（鋼製）型枠

埋設（鋼製）型枠

【変更計画】

工期︓10ヶ月
鋼製（埋設）型枠のユニット架設

工期を25ヶ月短縮（夜間作業量を1/3に激減）工期を25ヶ月短縮（夜間作業量を1/3に激減）



4．喜ばれる技術
（3）現場経路上の踏切の混雑解消を考慮した

現場入場ルールの策定
海側から山側ヤードへの運行手順（踏切横断箇所）

進入

右折入場禁止

写真Ｂ

写真Ａ



おわりに
成 果



おわりに
ご清聴ありがとうございました

2021年6月17日
竣 工
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